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図書館だより  

Shizuoka Institute of Science and Technology Library 

 

2025 年度より機械工学科の後藤昭弘先⽣が図書館⻑に就任されたことにともない、展示架「館⻑の本棚」に展示
している図書館⻑、副図書館⻑の推薦図書をリニューアルしました。すべて推薦コメントの帯が付いています。ぜ
ひ、ご注目ください。 

後藤昭弘図書館⻑のおすすめ 
『本当の⾃由を⼿に⼊れるお⾦の大学』両＠リベ大学⻑著 
『ローマ人の物語(2)ハンニバル戦記』塩野七⽣著 
『ウォール街のランダム・ウォーカー』バートン・マルキール著 
『豊饒の海（一）春の雪』 三島由紀夫著 
『学校では教えてくれない地政学の授業』茂木誠著 
友次克⼦副図書館⻑のおすすめ 
『⽣成 AI スキルとしての言語学』佐野大樹著 
『言語学バーリ・トゥード Round 2』川添愛著 

2024 年度は 62 タイトルの電子ブックを新規購⼊しました。2025 年６月現在、累計で 472 タイトルの電子ブック
が図書館の蔵書検索サイトから利用できます。「通学の合間に」「⾃宅から」学外でも電子ブックを利用することがで
きます。マイライブラリのメニュー「★情報」のリンクから電子ブックのサイトへアクセスしてご利用ください。※ 

＜新規購⼊タイトル＞  
『就職四季報』総合版、中小・優良企業版、業界地図など最新版 
『CAD/CAM』･『まちづくりの百科事典』･『分析化学の基本操作』 
『図説建築環境』･『MATLAB ではじめるプログラミング教室』 
『一⽣使える見やすい資料のデザイン⼊門』など    
英語多読図書などさまざまな電子ブックが利用可能です。 

※学⽣のみ。教職員は「学認」をご利用ください。 
 

2024 年度は、土木工学科向けの図書２９７
冊、電子ブック 16 タイトル、映像資料(DVD)3
点を受け⼊れました。土木工学科の設置にあ
たり、４年間の累計で 2,077 点の資料を受⼊
れ、「水工学」「地盤工学」「構造工学」「建設材
料工学」「環境・計画学」の土木工学の各分野、
防災など関連する分野の資料を幅広く取り揃
えました。一部は南閲覧室の展示架上に配架
して紹介しています。学内だけでなく地域の
皆様にも利用していただけますので、ぜひご
活用くださ
い。 

 
 
 
 

 

LA（Library Associate：学生選書委員） 
図書館が好き、本が好き。そんな学⽣たちが集まり、“図書館”

や“理工科大⽣の読書”を盛り上げるべく、学⽣選書委員として
活動しています。本の選書、選書ツアーへの参加、読書会、POP
制作、大学祭でのワークショップなど様々に活動しています。 
＊随時参加できます。興味のある方は気軽にカウンターでお声

がけください。 
図書館コンシェルジュ 

図書館内で学⽣（コンシェルジュ）による学⽣のための学修
支援を行っています。前期は院⽣・学部⽣ 7 名が、月〜⾦の２・
３・４限の時間帯で学習相談に応じます。日頃の授業の中で分
からないことなどがありましたら気軽にコンシェルジュコー
ナーにお越しください。学⽣目線で親切・丁寧に対応いたしま
す。資格取得やプログラミングなどの講座も企画中です。 
＊担当時間など詳しくは、館内掲示およびホームページをご覧

ください。 

3．土木工学図書を受け入れました 

１．「館⻑の本棚」展示が新しくなりました！ 

２．電子ブックの充実を図っています 

４．図書館で活動する学生団体を紹介します 
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  ⻄⽥ 孝弘 先生 (土木工学科) に聞く  
「優れた人格を育てる７つの習慣」

今回は、⼟⽊⼯学科の⻄⽥孝弘先⽣にお話を伺
いました。先⽣は「社会インフラ材料学」という、
コンクリートや鉄などのダムや橋といったインフ
ラを支える材料を研究されています。先⽣は学⽣
時代に⼟⽊⼯学を学んでいた際に「材料」が今後
多様な分野へと通じる可能性に惹かれたそうです。
現在、先⽣の研究対象は材料の老化（鉄筋がコン
クリートの中で腐食する）や、納豆菌を使用した
コンクリートなど多岐に渡っています。 

そんな⻄⽥先⽣の幼少期はどんな少年だったか
と伺うと、小学⽣から高校⽣までバレーボール部
で汗を流していたスポーツ少年だったそうです。
休日も練習に費やすほどで、本を読む時間はほと
んどなかったようです。が、『ズッコケ三人組』や、
ご出身が広島県だそうで『はだしのゲン』、『広島
カープ誕⽣秘話』など読まれていたとのことで、
お話を聞いていて、活発な少年時代の先⽣が目に
浮かびました。 

そんな先⽣がおすすめする本は、スティーブン・
R・コヴィー著の『七つの習慣』です。この本は多
くのビジネス書にあるような、個人の表面的なテ
クニックを説く「個性主義」ではなく、個人の内
面を深く理解し磨く「人格主義」を重視するとい
うことが書かれています。「Win-Win」という言葉

も、この本がきっかけで広く使われるようになり
ました。 

なかでも先⽣が深く感銘を受けたとおっしゃら
れていたのは、「第Ⅱ領域を大切にする」というこ
とです。第Ⅱ領域とは、緊急性はないが、重要度
が高い“やるべきこと”が位置する領域のことで、
“第Ⅰ領域”のような緊急性はないが、そのせいで
疎かにされがちになり、主体的な⽣き方を妨げる
ものとなってしまう。それを排除するための考え
方、実践方法がこの本には書かれています。 

最後に、本学の学⽣の印象をお聞きしたところ
「挨拶をしてくれる学⽣が多いのでとても好感が
もてる」と答えてくださいました。挨拶をすると
いうことは当たり前のことように思いますが、挨
拶をする学⽣が少ない大学もあるようで、自ら積
極的に挨拶をしていることがすばらしいとおっし
ゃっていました。また、人間関係や学びに対して
素直で誠実な学⽣が多い印象もお持ちのようでし
た。 

⻄⽥先⽣この度はお忙しい中有意義なお話をお
聞かせくださりありがとうございました。 

【所在】『完訳７つの習慣』 図書/⻄ 159/C89 

インタビュー・記事：物質生命科学科４年 平野幹喜 
 

 
  

『戦国ブリテン 』桜井俊彰著 
イギリス現王家のルーツは、11 世紀の征服王ウイリアム一世とされています。アングロ
サクソン人の国というイメージがあるイギリスですが、その王家の開祖はといえば、軍
事遠征で王位を簒奪(さんだつ)したフランス貴族のノルマン人なのです。ノルマン・コン
クエスト以前のブリテン島では、アングロサクソン人の王達の小国家が乱立し、覇を競
い合っていました。本書では、群雄割拠の戦国時代を制した 8 人の覇王達に時系列順に
焦点が当てられ、高校世界史では殆ど触れずに流される謎多き時代を追体験できます。 

（コンピュータシステム学科２年 中野航輔） 

『岸辺露伴は嗤わない』荒木飛呂彦原作/柴田勝家著 
イタリアの“泥棒市”で露伴が出会ったのは、<曰く>の付いた品ばかりが並ぶ不気味な露
店。そして、ひとつだけ「曰くがない」と言われた人形。その人形の詳細を求めた途端、
店主の笑顔だった表情は消え、何も語らない。露伴の興味はさらに刺激される。人形を
買い、店を後に。一週間後、店主は死亡した。それは単なる偶然なのか、なにかがおか
しい。不気味な静けさと、じわじわと迫る違和感。その後の展開が気になる短編です。 
 （コンピュータシステム学科３年 金澤大基） 
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  推  薦  図  書    

『サクッとわかるビジネス教養 新地政学』 

奥山真司著（新星出版社） 

地政学というと、文系の学問、国際政治や歴史に

関心のある人のためのもの、というイメージがあ

るかもしれません。しかし実は、理系の学生にとっ

ても地政学は“現代を読み解くための実践的なツー

ル”として非常に有用です。 

本書は、そんな地政学を、初学者にもわかりやす

く、論理的に紹介してくれる一冊です。著者の奥山

真司氏はこの分野の日本の権威で、複雑な国際関

係や外交の動きを、抽象的な理念や感情論ではな

く、「地理的条件」と「国家戦略」の関係からシス

テマティックに解き明かしていく構成は、理系的

な思考にもフィットするはずです。 

たとえば、「なぜアメリカは常に世界中に軍事的

プレゼンスを持とうとするのか」、「中国がなぜ海

洋進出に力を入れているのか」、「日本が周囲の

国々とどう位置関係にあり、どんなリスクとチャ

ンスを抱えているのか」。そうした問いに対して、

本書は地図や地理データをベースに、構造的な説

明を加えてくれます。 

地政学とはいわば、「国家単位の行動原理を、地

形や距離、資源、輸送経路などの物理的制約と照ら

し合わせて考える学問」です。これは、数理モデル

やシステム設計のように、前提条件をもとに複雑

な現象の背後にあるロジックを解き明かす作業と

もいえます。理系の学びと親和性が高いのもその

ためです。 

さらに、地政学の知識はテクノロジー分野にも直

結します。たとえば半導体供給網、エネルギー資源、

AI 開発競争、宇宙・サイバー空間の安全保障。こ

うした現代の技術課題は、地政学的背景なしには

正しく理解できません。技術者を目指す人にも、ビ

ジネスに興味がある人にも、国際的な視点を持っ

て問題を捉えるための“土台”として地政学は有効

です。 

本書は、地政学の基本理論を紹介しながらも、現

実のニュースや経済・軍事・技術の動きと結びつけ

て話が展開されるので、飽きることなく読み進め

られます。通学中やスキマ時間に読めるコンパク

トな構成も魅力的です。 

「国際情勢は理系には関係ない」と思っていた人

にこそ、ぜひ手に取ってほしい一冊です。理系の知

識だけでは捉えきれない、けれど確実に私たちの

未来に影響を与える“世界の構造”を、この本は地政

学という切り口で見せてくれます。 

【所在】図書/西 312.9/Sh61 

 

 

 

 

 

三林 雅彦 先生（機械工学科）  
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https://sistlb.sist.ac.jp/opac/category/1/1
https://sistlb.sist.ac.jp/opac/category/1/1
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開館時間： 9：00〜18：00  9：00〜20：00  ■9：00〜16：00   ■休館日 

● 7 ⽉ 21 ⽇, 9 ⽉ 23 ⽇（祝）の開館時間 9:00〜18:00 ｜● 8 ⽉ 2 ⽇（⼟）定期試験中開館⽇ 9:00-16:00 
● 8 ⽉ 4 ⽇（⽉）〜9 ⽉ 18 ⽇（⽊）までの開館⽇の開館時間 9:00〜18:00 
● 【休館】 ⼤学夏期休業 8 ⽉ 8 ⽇（⾦）〜14 ⽇（⽊） ｜● 【休館】 法⼈全体研修 8 ⽉ 26 ⽇（⽕） 
● 【休館】 ⼤学指定の休⽇ 8 ⽉ 28 ⽇（⽊）, 29 ⽇（⾦）, 9 ⽉ 8 ⽇（⽉）, 9 ⽇（⽕） 

※開館カレンダーは、状況により変更される場合があります。最新の情報は図書館ウェブサイトをご確認ください。 
 

【編集後記】⼤阪・関⻄万博へ行ってきました。世界各国（地域）の歴史や文化、先端技術を体験したり、多様な人々と交流した
りできる貴重な機会。壮⼤な⼤屋根リングをはじめ、建築やデザインにも注目が集まっており、「Casa BRUTUS」6 月号など図書
館所蔵の雑誌にも、万博の建築物や建設技術を紹介する記事が掲載されています。知識を深めると、楽しみ方がより広がりますね。 

静岡理工科⼤学図書館報  No.82      2025年 6月１日発行 
編集･発行：静岡理工科⼤学附属図書館 〒437-8555 袋井市豊沢2200-2  E-mail: tosyokan@sist.ac.jp 

TEL: 0538-45-0231  FAX: 0538-45-0230  URL: https://www.sist.ac.jp/lib/   

「
私
の
読
書
歴
」 図

書
館
長 

後
藤
昭
弘 

今
年
度
、
図
書
館
長
を
拝
命
し
た
の
を
機
に
、

自
身
の
読
書
歴
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。本
は
若
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
読
ん
だ
ほ
う

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
を
よ
く
読
ん
だ
割

に
は
、「
国
語
」
は
大
の
苦
手
で
、
大
学
受
験
の

時
に
は
、国
語
が
零
点
で
も
合
格
で
き
る
よ
う
な

算
段
を
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。作
者
と

根
本
的
な
と
こ
ろ
で
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
思
え
ば
、
人
生
経
験
が

足
り
な
か
っ
た
と
か
、も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
と

か
い
う
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

中
学
生
頃
ま
で
は
、
文
学
作
品
や
推
理
小
説

な
ど
を
よ
く
読
み
ま
し
た
。小
学
生
の
時
に
図
書

館
で
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
『
バ
ス
カ
ー

ビ
ル
の
犬
』を
読
み
大
変
興
奮
し
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
中
学
生
の
時
に
伊
藤
左
千
夫
の
『
野
菊

の
墓
』
を
学
校
で
読
ん
で
い
て
、
う
か
つ
に
も
涙

を
流
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。大
袈

裟
な
こ
と
は
言
い
た
く
な
い
で
す
が
強
い
影
響

を
受
け
た
本
は
あ
り
ま
す
。高
校
生
の
時
に
読
ん

だ
フ
ロ
イ
ト
の
『
精
神
分
析
入
門
』、『
夢
判
断
』

は
ま
さ
に
衝
撃
的
で
し
た
。「
人
間
の
こ
こ
ろ
は

こ
ん
な
風
に
で
き
て
い
る
の
か
。」
と
自
分
を
見

つ
め
な
お
す
契
機
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、

ユ
ン
グ
や
他
の
心
理
学
・
哲
学
の
本
を
好
ん
で
読

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
ー
チ
ェ
の
『
ツ
ァ
ラ

ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
に
感
激
し
、
ニ
ー
チ
ェ
全
集
を
買

っ
て
し
ま
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。い
ま
だ
に
読

ん
で
は
い
ま
せ
ん
。 

私
は
高
校
生
の
時
に
社
会
科
の
科
目
の
一
つ

と
し
て
「
世
界
史
」
を
選
択
し
て
い
ま
し
た
。
世

界
史
と
い
う
科
目
は
、
教
科
書
も
分
厚
く
、
覚
え

る
こ
と
だ
ら
け
で
、受
験
科
目
と
し
て
は
極
め
て

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
悪
い
科
目
で
す
。ど

れ
だ
け
勉
強
し
て
も
高
い
点
を
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。私
の
息
子
な
ど
は
要
領
よ
く

「
政
治
経
済
」
を
選
択
し
、
ほ
と
ん
ど
勉
強
す
る

こ
と
な
く
高
得
点
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。高
校
の

世
界
史
の
先
生
が「
歳
を
と
る
と
歴
史
が
楽
し
み

に
な
る
。」
と
言
っ
て
い
て
「
ば
か
ば
か
し
い
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
歳
を
取

っ
て
み
る
と
、
本
当
に
歴
史
が
面
白
く
な
り
ま

し
た
。
30
代
で
読
ん
だ
塩
野
七
生
の
『
ロ
ー
マ

人
の
物
語
』
に
は
、
何
か
月
も
他
の
本
を
一
切
読

め
な
く
な
る
く
ら
い
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。高
校

で
世
界
史
を
勉
強
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
瞬

間
で
す
。 

社
会
人
に
な
る
と
、
金
融
・
経
済
学
関
連
の
本

を
多
く
読
む
よ
う
に
な
り
、
ま
さ
に
「
世
の
中
の

仕
組
み
」
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。文
字
通
り
豊
か
に
な
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
今
で
は
、
こ
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
依
頼
さ

れ
る
ほ
ど
の
「
専
門
家
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
ま
で
駄
文
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。本
は
人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
が
い
い
本
と

出
合
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 
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